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米国映画産業の状況

技術の進展
① ディジタル映像処理技術（特にCG編集）の進展

② BDに３D録画が可能
フィルム ⇒ DVD（HD）⇒ BD

③ フラットパネルディスプレーがフルHDの３D表示が可能
アナログ（SD・インタレース）⇒ HD ⇒ ４K・120P

① デジタルシネマの普及
映画館でしか見られない迫力ある映画=3Dを製作することで、

家庭のテレビやパソコンで見られる映画との差別化を図る狙い。

② ホーム市場の売上減少
シネマ（$100億）の５倍を占めるホーム市場の売り上げが減少し始めた。
⇒３D対応BDでコンテンツ販売を挽回

家電業界がデジタルAV機器の買い替え需要を狙う。

今何故3Ｄ映像か？



フェーズ１：研究開発とフィージビリティスタディ フェーズ２：実用・展開

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３～２５年度

ユーザビリティテスト ／ モニターテスト

距離データの取得

安全性・快適性の評価機能の研究開発

距離データの
分析手法の検討

クリエータとのユー
ザビリティテスト

視覚負担や立体感、画
質等のモニターテスト

観察環境に応じた
補正手法の検討

効率的かつ体系化された
制作技術を、産業に展開

実用化による社会還元

国内外での利活用・波及効
果の促進

クリエータの育成や、技巧
的なノウハウの蓄積

評価・変換機能の実装

次世代立体視コンテンツ制作環境の開発に関するFS

次世代3Dカメラシステムの研究開発

多様な視環境に対応した変換機能の研究開発

距離データと両眼
カメラの融合



視差の測定例

立体動画像における時系列での最大視差角の変化イメージ

視差量マップ元画像



安全性・快適性の実験的検討

安全性・快適性に関わる
時系列的評価として、立
体像の再生位置と時間経
過に伴う視覚的な負担に
関する検討評価を実施。



目標
立体映像の評価基準として、以下の観点から、立体映像の制作・表示

段階で、再現空間の状態を簡便にチェックできる標準映像を作成し、良
質で自然な立体映像の制作条件を見い出す。

具体的な活動

（1）映像性能検査用チャート

観測者の眼位、最小視差弁別・最大融像域などを調べ、利用者の
立体視機能に応じて、適正表示条件が段階的に調節できるパターン
を準備する。

（2）立体視機能簡易測定用チャート

両眼情報の分離状況や像歪などが自動検出できる規則的パターン
を基本として、視野闘争が発生しない条件を目安に、両岸の映像視
差がチャックできるパターンで表示ディスプレーの性能を調べる。

デジタル技術を駆使した映像制作・表示
に関する調査研究



ご静聴、どうも
有難うございました。

本研究の一部は財団法人ＪＫＡの補助金事業「 3D
コンテンツに関する調査研究」「デジタル技術を駆使した
映像制作・表示に関する調査研究」、及び、機械シス
テム振興協会からの（財）デジタルコンテンツ協会
への委託事業「次世代立体視コンテンツ制作環境の開
発に関するフィジビリティ―スタディー」によって実施さ
れたものです。


